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第　１　会議録署名議員の指名

第　２　会期の決定
第　３　諸般の報告
第　４　議案第　５０号　専決処分事項の報告について（八峰町税条例の一部を改正する条例制定について）
第　５　議案第　５１号　専決処分事項の報告について（八峰町入湯税条例の一部を改正する条例制定について）

第　６　議案第　５２号　専決処分事項の報告について（八峰町過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について）
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第　８　議案第　５４号　専決処分事項の報告について（平成26年度八峰町一般会計補正予算（第10号）

第　９　議案第　５５号　工事請負契約の締結について
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第１１　議案第　５７号　物品の取得について
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　　　　　　　　　　午前１０時００分　開　　会
○議長（芦崎達美君）　おはようございます。これより平成27年第２回八峰町議会臨時会を開会します。
　ただいまの出席議員数は12名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。
　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　会議録署名議員は、八峰町議会会議規則第124条の規定により、３番水木壽保君、４番須藤正人君、５番腰山良悦君の３名を指名します。
　日程第２、会期の決定を議題とします。本臨時会の会期は本日１日限りとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は、本日１日限りと決定しました。
　日程第３、諸般の報告を行います。加藤町長より発言を求められておりますので、今議会提出議案の提案と併せて報告願います。加藤町長。
○町長（加藤和夫君）　皆様、おはようございます。

平成27年第２回八峰町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員の皆様にはお忙し
いところご出席をいただき、誠に有難うございます。
今年は、天候に恵まれ、田植え作業も順調に進み、ほとんど終了したところでありま

す。この後も好天が続いて欲しいと願っているところであります。

先月の27日に実施したチャレンジデーについては、議会全員協議会でもご報告したと
おり、5,188人が参加して、参加率が65・9％になり、去年より6.1％増えました。対戦相手の北海道鷹栖町にも勝利し、目標としていた61％を超え金メダルも獲得することができました。協力してくださった多くの町民や自治会、各事業所、各種団体、小中学校など多くの皆様に感謝申し上げます。来年以降も引き続き実施して参りたいと考えております。

また、先月の30日と31日に開催された第35回全日本学童軟式野球秋田県大会山本郡予
選において、八森ブルーウエーブが見事優勝し、今月の27日から開催される県大会に出場することになりました。県大会での活躍を期待しているところであります。

それでは、今臨時会に提案している議案についてご説明いたします。
議案第50号「専決処分事項の報告について」は、「八峰町税条例の一部を改正する条
例制定について」の専決処分報告で、地方税法及び地方税法施行令、地方税法施行規則の一部改正に伴い条例改正するものであります。

議案第51号「専決処分事項の報告について」は、「八峰町入湯税条例の一部を改正す
る条例制定について」の専決処分報告で、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い条例改正するものであります。

議案第52号「専決処分事項の報告について」は、「八峰町過疎地域自立促進のための
固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について」の専決処分報告で、過疎地域自立促進特別措置法で定める総務省令の改正に伴い条例改正するものであります。

議案第53号「専決処分事項の報告について」は、「八峰町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例制定について」の専決処分報告で、地方税法の一部改正に伴い条例改正するものであります。

議案第54号「専決処分事項の報告について」は、平成26年度八峰町一般会計補正予算
（第10号）の専決処分報告で、既定額から１億2426万８千円を減額して、歳入歳出予算の総額を64億4686万５千円とするもので、歳入の主なものは、町税や譲与税、各種交付金、国庫支出金、起債などの確定に伴う補正で、歳出については、事業確定に伴う負担金や補助金、事業費などの減額となっております。

議案第55号「工事請負契約の締結について」は、八峰町峰浜地区統合小学校改修工事
の請負契約について、議会の議決を求めるものであります。

議案第56号「工事請負契約の締結について」は、八峰町統合中学校改修工事の請負契
約について、議会の議決を求めるものであります。

議案第57号「物品の取得について」は、町民・各種団体研修用バス１台の購入契約締
結について、議会の議決を求めるものであります。

　報告第１号「繰越明許費繰越計算報告について」は、平成26年度八峰町一般会計分の
報告であります。

報告第２号「継続費繰越計算報告について」は、平成26年度八峰町営簡易水道事業特
別会計分の報告であります。
報告第３号「継続費繰越計算報告について」は、平成26年度八峰町農業集落排水事業
特別会計分の報告であります。

以上、今議会臨時会でご審議いただく議案は８議案で、報告件数は３件であります。
詳細については、各議案提案の際に説明させますので、宜しくご審議のうえ、適切な
ご決定を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（芦崎達美君）　日程第４、議案第50号、専決処分事項の報告について（八峰町税条例の一部を改正する条例制定についてを議題にします。当局の説明を求めます。金平税務会計課長。
○税務会計課長（金平公明君）　おはようございます。それでは議案第50号、専決処分事項の報告について。

　　地方自治法第179条第１項の規定により、八峰町税条例の一部を改正する条例を定めることについて別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めるものであります。
　　平成２７年６月４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　　専決処分第２号、専決処分書。八峰町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分するものでございます。

　　平成２７年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　　八峰町税条例の一部を改正する条例でございます。八峰町税条例を次のように改正するものです。第２条とこういろいろと書いてございますが、お手元の税務会計資料の方でご説明したいと思います。よろしいでしょうか。　　
　　この関係については、地方税法の一部を改正する法律、それから地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行令の一部を改正する省令が平成２７年３月31日に公布されたことにより八峰町税条例も改正するものでございます。

　　第１条関係でございます。本則の23条でございます。改正内容につきましては、町民税の納税義務者等についてでございます。この関係につきましては、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法でございます。マイナンバー制の施行に伴う改正でございます。

内容につきましては、「又は名称」を「（法人にあっては、事務所又は、事業所の所在地、名称及び法人番号に（法人を有しないものにあっては、事業所又は、事業所の所在地及び名称））に改めるものでございます。

その下の方で、23条につきましては、法人町民税における恒久的施設に係る規定を法人事業税と同様にするものでございます。

第31関係につきましては、均等割の税率についてでございます。法人町民税の均等割りの税率区分である資本金等の額に係る改正に伴う所用の措置でございます。

第１項を加え、法人事業税における資本割の課税標準額について、資本金等の額が資本金の資本準備金の合計額を下回る場合、当該額（資本金+準備額）を課税標準とする見直しがなされたものでございます。法人住民税均等割の税率区分の資本金等の額は、法人事業税資本割の課税標準に統一されるものでございます。
33条関係でございます。所得割の課税標準でございます。これは、所得税において、国外転出時課税制度が創設されたものでございます。平成27年７月１日以降に国外転出をする１億円以上の対象資産を有している場合には、その対象資産の含み益に所得税が課税されることになりました。個人住民税所得割の課税標準については、所得税法の規定の例によらないものでございます。

それから、35条と書いてますが、これ36条です、訂正願います。36条関係は町民税の申告でございます。これは番号法の施行に伴う措置でございます。
同じく36条関係は、個人の町民税に関わる公的年金等受給者の扶養親族申告書でございます。これは所得税法の改正による項のズレでございます。

それから48条、法人の町民税の申告納付、これにつきましては法人税法の改正に伴うものでございます。

それから50条につきましては、法人の町民税に係る不足税額の納付の手続きでございます。これも法人税法の改正に伴う措置でございます。

51条関係でございます。町民税の減免でございます。これも番号法施行に伴う改正でございます。

それから57条、59条関係は固定資産税の非課税の規定の適用を受けようとするものがすべき申告ということで、地方税法の改正に伴う号のズレでございます。

それから63条、63条の３でございます。施行規則第１５条の３第２項の規定による補正の方法の申し出でございます。これも番号法の施行に伴う改正でございます。

それから71条、74条、89条、90条、139条関係は、固定資産税の減免、住宅用地の申告、被災住宅用地の申告、軽自動車税の減免、身体障害者等に対する軽自動車税の減免、それから特別土地保有税の減免につきましても番号法施工に伴う所要の措置でございます。
それから附則の第３条関係でございます。納期限の延長に係る延滞金の特例ということで、これも法人税法の改正に伴う条のズレでございます。

それから第５条の３、個人の町民税の住宅借入金等特別税額控除でございます。これも法改正によって個人住民税における住宅借上げ均等特別税額控除の適用期限の延長でございます。39年度から41年度に延長されます。

それから７条関係でございます。これは個人の町民税の寄附金控除額に係る申告の特例等でございます。これも改正に伴い、ふるさと納税の申告特例の部分が新設されたものでございます。

それから８条の２関係でございます。附則第15条２項、第１項等の条例で定める割合ということで、これは固定資産税の課税標準の特例でございます。

第６項関係は、津波避難関連施設に係る避難の用に供する家屋、これが２分の１、それから第７項関係ですが、これは津波避難関連施設に係る償却資産、誘導灯、誘導標識等が対象でございます。これも２分の１になります。
それから第10項、これはサービス付き高齢者向け住宅が３分の２に変更になるということです。

それから第８条の３につきましては、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとするものがすべき申告についてでございます。これも番号法の施行に伴う措置でございます。

それから第９条、第10条、第11条関係につきましては、土地に対して課する平成27年度から平成29年度までの各年度分の固定資産税の特例に関する用語の意義、平成28年度または平成29年度における土地の価格の特例、それから、10条は宅地に係る平成27年度平成29年度までの各年度分の固定資産税の特例でございます。これは年度の改正で、「平成24年度から26年度」を「平成27年度から平成29年度」に変更するものでございます。

それから13条関係でございます。特別土地保有税の課税の特例でございます。これも法附則第17条、17条の２、18条、19条の改正に伴い、これも年度の改正で、「平成24年度から26年度」を「平成27年度から平成29年度」に変更するものでございます。
それから14条関係でございますが、軽自動車税の税率の特例でございます。これは平成27年４月１日から平成28年３月31日までに新規取得した四輪以上及び三輪の軽自動車、新車に限る部分でございます。この新車に対して、排出ガス性能及び燃費性の優れた環境負荷の小さいものについて、当該取得をした日の属する年度の翌年度、28年度からは軽自動車税の税率を軽減する特例措置でございます。いわゆる軽自動車税のグリーン化特例を新設したものです。それから、電気自動車及び天然ガス自動車、これは平成21年排出ガス規制に適合し、かつ平成21年度排出ガス基準値より10％以上窒素酸化物の排出量が少ない物が対象になります。この税率を概ね100分の75を軽減するものでございます。　　

それから14条の２項は削除でございます。たばこ税の税率についてでございます。これは後ほど出てまいります。
それから第20条関係は、東日本大震災に係る固定資産税の適用を受けようとするものがすべき申告等でございます。これも番号法の施行に伴うものでございます。

それから第２条関係でございます。４ページです。

第１条、第４条関係でございます。軽自動車の税率の特例ということでございます。先程出てまいりました14条の改正をする改正附則14条でございます。平成26年度改正の重課についての項を追加したものでございます。附則第１条、附則第４条については原動付自転車及び二輪車に係る税率について、適用開始を１年延長し、28年度分以降の年度分について適用するためのものでございます。26年度の改正附則はさらに改正して１年延長したものでございます。従いまして、27年度の軽自動車税の税額は26年度と変わらないものになってございます。これについては５月の広報に記載して周知したところでございます。
それから第６条関係はたばこ税に関する経過措置ということで、旧３級品、エコー、わかば、しんせい、ゴールデンバット、バイオレット及びウルマの６銘柄の紙巻たばこの特例税率を28年度から段階的に廃止していく改正でございます。ちなみに、1000本につき2495円が2925円、28年度からこのように改正になっていく内容でございます。以上でございます。
○議長（芦崎達美君）　これより議案第50号について質疑を行います。質疑ありませんか。８番嶋津宣美君。
○８番（嶋津宣美君）　今の説明の中で、説明資料の３ページ、附則の関係で、第10条か９条あたりかと思うんですが、土地とか宅地の固定資産の関係で、国の税調の方で空き家対策で解体しなければ特例でやったものどうのこうのとなっておりますが、これはその空き家対策も入っているのですか。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの８番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。金平税務会計課長。

○税務会計課長（金平広明君）　これについては空き家対策は入ってございません。これはあくまでも３年に１度行われる固定資産の評価替えに伴うものでございます。空き家対策とは別なものでございます。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。６番柴田正高君。

○８番（柴田正高君）　今の説明の中の説明資料の２ページの、付則の第８条の２の第６項と第10項に該当する家屋は町内にございますか。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの６番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。金平税務会計課長。

○税務会計課長（金平広明君）　当町ではございません。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君

○７番（皆川鉄也君）　資料の２ページになりますが、付則の第７条のふるさと納税の関係の分でございますが、申告等での新設ということですけれども、主にどういうものが新設されたのかかいつまんでご説明いただければと思います。
○議長（芦崎達美君）　ただいまの７番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。金平税務会計課長。

○税務会計課長（金平広明君）　お答えします。ふるさと納税につきましては、これまで１割の部分が２割に控除額が改正になります。それから改めてふるさと納税につきまして、新しく町村で条例を作りなさいという規定がなっています。それで秋田県ではどこの町村、これも３月31日の法律改正に伴ってございます。秋田県ではどこの町村もまだ作ってはございません。うちの方もこれから１月１日の施行に向けて各町村と、それから町村の内容や町に合ったものを検討していくように今のところでは考えています。そのときにまた条例を制定しますので、その時皆さんにお諮りしたいと考えています。以上でございます。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第50号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第50号は原案のとおり承認されました。

　　日程第５、議案第51号、専決処分事項の報告について（八峰町入湯税条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。当局の説明を求めます。金平税務会計課長。
○税務会計課長（金平公明君）　議案第51号、専決処分事項の報告について。

　　地方自治法第179条第１項の規定により、八峰町入湯税条例の一部を改正する条例を定めることについて別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めるものでございます。

　　平成２７年６月４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　専決処分第３号
専　　決　　処　　分　　書
八峰町入湯税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分するものでございます。

　　平成２７年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　八峰町入湯税条例の一部を次のように改正する。第10条第１項中「及び氏名又は名称」を「又は事務所若しくは事業所の所在地、氏名又は名称及び個人番号（行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第２条第５項に規定する番号をいう。）又は法人番号（個人番号又は法人番号を有しない者にあっては、住所又は事業所若しくは事業所の所在地又は名称）」に改めるものでございます。これも、番号法施行、マイナンバー制に伴う改正でございます。
　　この条例は行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律附則第１条第４号に掲げる規程の施行の日から施行するものでございます。
　以上でございます。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第51号について質疑を行います。質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第51号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第51号は原案のとおり承認されました。

日程第６、議案第52号、専決処分事項の報告について（八峰町過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。当局の説明を求めます。金平税務会計課長。
○税務会計課長（金平公明君）　議案第52号、専決処分事項の報告について。

地方自治法第179条第１項の規定により、八峰町過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めるものでございます。

　　平成２７年６月４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　専決処分第４号

専　　決　　処　　分　　書

八峰町過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分する。
　　平成27年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　八峰町過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を次のように改正する。
　第２条第１項中「平成27年３月31日」を「平成29年３月31日」に改めるものでございます。これの改正につきましては、過疎地域自立促進特別措置法に基づく減収補てん措置が行われる場合等を定める省令の一部の改正により、適用期限を延長するものでございます。

　この条例は、平成27年４月１日から施行するものでございます。

　以上でございます。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第52号について質疑を行います。質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第52号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第52号は原案のとおり承認されました。

日程第７、議案第53号専決処分事項の報告について（八峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。当局の説明を求めます。金平税務会計課長。
○税務会計課長（金平公明君）　議案第53号、専決処分事項の報告について。

地方自治法第179条第１項の規定により、八峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めることについて別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めるものでございます。

　　平成27年６月４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　専決処分第５号

専　　決　　処　　分　　書

八峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めることについて、地方自治法第179条第１項の規定により、専決処分する。

　　平成27年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　　八峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。八峰町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。
　　第４条から書かれてございますが、これもお手元の資料の５ページで説明したいと思います。第４条関係で、国民健康保険法施行法施行令の一部改正に伴い改正するものでございます。
　　一つ目は課税限度額の見直しと低所得者に係る軽減措置の拡充を図ったものでございます。一つ目の課税限度額についてでございます。基礎課税額限度額を51万円から52万円に、後期高齢者支援金課税額限度額を16万円から17万円に、介護納付金課税額限度額を14万円から16万円に改めるものでございます。それからの５割軽減、２割軽減の基準額の引き上げの改正でございます。５割軽減基準額を24万5,000円から26万円に、２割軽減基準額を45万円から47万円に改めるものでございます。この２割、５割軽減が実施されますと税収が減額になります。この減収部分については保険基盤安定繰入金として交付金が交付されることになってございます。それから施行期日ですが、租税条約等実施特例法の第３条の２の３の改正に伴い、配当所得を利子所得それから配当所得及び雑所得に改めるものでございます。

　　この施行日を平成28年１月１日とするものでございます。以上でございます。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第53号について質疑を行います。質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第53号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第53号は原案のとおり承認されました。

日程第８、議案第54号専決処分事項の報告について（平成26年度八峰町一般会計補正予算（第10号）を議題とします。当局の説明を求めます。伊藤副町長。

○副町長（伊藤進君）　それでは私の方から議案第54号についてご説明申し上げます。

議案第54号、専決処分事項の報告について。

地方自治法第179条第１項の規定により、平成26年度八峰町一般会計補正予算（第10号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めるものである。

　　平成２７年６月４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町長　加　藤　和　夫

　専決処分第６号

専　　決　　処　　分　　書

地方自治法第179条第１項の規定により次のとおり専決処分する。

平成26年度の一般会計補正予算の専決でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億2,426万８千円を減額して歳入歳出予算の総額を64億4,686万５千円とするものであります。
第２条につきましては地方債の補正であります。すべてが事業確定による今回の補正であります。

５ページをご覧ください。地方債補正ということで変更と書いてありますが、これは起債の限度額の変更であります。事業確定に伴いまして八森地区統合子ども園整備事業から次のページの過疎対策事業（ソフト事業分）まで９項目ございますけれども、これが限度額が事業確定によって確定するということで、後ほど詳細について歳入の16ページから19ページに出てまいりますのでそちらの方でご報告いたします。

それでは歳入をご覧ください。

10ページ、１款１項１目町税の個人の部分であります。57万5,000円の減額補正であります。これは滞納繰越分であります。それから１款３項１目軽自動車税３万4,000円の減額であります。これも滞納繰越分でございます。２款１項１目地方揮発油譲与税199万5,000円の増額であります。これは地方揮発油譲与税でございます。それから２款２項１目自動車重量譲与税642万2,000円の増額、これもここに書いてある通りです。それから３款１項１目利子割交付金13万9,000円の減額ですが、これも利子割交付金の確定によるものです。４款１項１目配当割交付金245万6,000円の増額でございます。それから５款１項１目株式等譲渡取得割交付金101万2,000円の増額であります。それから６款１項１目地方消費税交付金2,602万5,000円の減額であります。それから７款１項１目ゴルフ場利用税交付金71万4,000円の増額です。８款１項１目自動車取得税交付金169万円の減額でございます。その次のページですが、11款１項1目交通安全対策特別交付金10万3,000円の減額でございます。13款２項２目衛生手数料73万円の減額であります。これは家庭系一般廃棄物処理手数料でございます。これは後ほど歳出の方にも出てまいります。それから14款２項５目災害復旧費国庫補助金353万7,000円の減額であります。公共土木施設災害復旧費補助金です。18款２項２目雇用創出基金繰入金1,683万4,000円の減額であります。そしてその次が18款２項３目自然再生基金繰入金174万2,000円の減額であります。これの関係予算も歳出に出てまいります。19款１項繰越金2,971万5,000円の減額であります。これは前年度繰越金であります。これによりまして留保額が４億5,538万4,000円となります。それから20款１項１目延滞金ですが、24万3,000円の減額です。それから先ほど町債の変更の所で申し上げましたが、21款１目の町債のそれぞれ総務債からはじまりまして次のページの災害復旧債まで併せまして総額で5,550万円の減額であります。内訳につきましては説明のところに書いてあるとおりですので参照していただきたいと思います。
　　それから歳出ですが、２款１項１目一般管理費14万4,000円の減額であります。これは旧田中生活改善センター解体工事の分の減額であります。それから６目の企画費ですが、1,177万2,000円の減額であります。これは負担金ですけれども、広域の南部清掃工場運営費負担金が305万1,000円、それから広域消防費特別負担金が164万7,000円、その他に補助金として定住奨励金が56万円、自治会育成事業補助金651万4,000円の減額であります。それから３款２項２目の子ども園費、これにつきましては財源更正であります。その次の４款２項１目、これにつきましても財源更正です。５款１項４目緊急雇用対策費は1,683万4,000円の減額、事業確定に伴うものです。６款２項３目林道整備費466万円の減額であります。これは県営林道事業費負担金の減額、峰浜線です。５目のオフセット・クレジット推進費174万2,000円の減額ですが、内訳につきましては旅費、需用費、役務費、負担金補助及び交付金を併せたものであります。６款３項３目漁港建設費525万7,000円の減額であります。これは負担金が事業確定によってここに書いてある３項目分でございます。８款２項２目道路新設改良費、これは財源更正でございます。３目の橋梁維持費ですが、382万7,000円の減額、これは小入川橋橋梁の補修設計業務委託の減額であります。８款２項４目除雪費、3,350万円の減額であります。内訳につきましては需用費、委託料、使用料及び賃借料でございます。８款５項１目住宅管理費272万1,000円の減額ですが、これにつきましては住宅リフォーム緊急支援事業補助金の減額であります。９款１項３目災害対策費550万円の減額、これは空家除却推進事業補助金の減額です。４目の防災無線施設費212万6,000円の減額ですが、これは秋田県総合防災情報システム整備事業費負担金の減額であります。教育費は後ほど教育長の方からやりますので、その次のページの下の方ですが、11款２項１目公共土木施設災害復旧費230万1,000円の減額であります。これは工事請負費で内訳につきましてはここに書いてある通りでございます。
　それから12款１項２目利子1448万円の減額でありますが、内訳につきましてはそこに書いてございますように、町債の償還利子、一時借入金利子の減額であります。13款１項２目造林費55万9,000円の減額であります、これは町有林施業管理負担金の減額であります。詳細についてはご質問あれば担当課長の方からご説明いたします。ひとつよろしくお願いします。
○議長（芦崎達美君）　次に、千葉教育長。

○教育長（千葉良一君）　それでは私の方から教育費についてご説明申し上げます。26ページになります。
　　教育総務費、10款１項３目80万円の補正でございますが、これは財源更正でございます。10款２項２目813万６千円の減額でございます。これは統合小学校の改修工事実施設計業務委託料の減額でございます。当初中学校もそうでございましたが、様々な要望を取り入れての委託料を計算いたしましたが、その後見直ししたために出てきた差額でございます。10款３項１目につきましては947万１千円、これは統合中学校費の委託料でございます。同じく５項３目体育施設管理費でございますが、委託料として峰浜野球場の改修工事の委託料の減額、工事請負費として100万４千円につきましては、野球場の改修工事の減額でございます。以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第54号について質疑を行います。質疑ありませんか。
　８番嶋津宣美君。

○８番（嶋津宣美君）　はい、８番。12ページの歳入の方のゴルフ場利用時の交付金ですけども、これは３月定例会もあったわけですが３月に雪解けが早くてそれで利用した分なのか、説明ください。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの８番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。企画財政課長課長。

○企画財政課長（須藤德雄君）　ご質問にお答えいたします。ゴルフ利用税の関係、それから他の歳入関係のものでございますが、３月議会ではまだ確定していないというものでございますので、これは毎年のように専決処分で行うということにしております。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。10番山本優人君。

○10番（山本優人君）　20ページのですね、緊急雇用対策費ですが、２千万の予算がついてるのに実績が300万しかないと。これ、制度が悪くて使えなかったのかどうか、やっぱりここはこれから雇用対策をやっていって仕事つくらなければならないという状況の中に、このような状況の中で民間が雇用の創設をしないような状況というのはおかしいのではないのかなと。もう少し活用がされるような制度設計にしないとですね、今後ふるさと創生や地方創生ということを掲げている状況にあってですね、この辺の内容がどうしてこんなに余ってしまったのかということをお尋ねしたい。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの10番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。米森産業振興課長。

○産業振興課長（米森伴宗君）　ただいまのご質問にお答えいたします。山本議員がおっしゃるとおり、今回平成26年度は事業件数で２件、支出の方が316万5,452円ということで補助金を支出しております。それであの、途中でもう１件あったわけですが、途中で事業を実施しないということで取り下げております。今のところ雇用創出とものづくり、販路開拓事業という３つの補助金制度にこの事業は分かれております。それぞれに条件を付加しておりまして、一番大きな条件というのが、これまでこの事業を使った方はもう一度使用することができないという条件を付しております。従って、この平成27年度からこの事業を実施しておりますが、今まで201件の事業を実施しております。もしかしたら事業やる方が出尽くしてしまったのかな、と考えているところもあります。ただ、今後起業する方がおられた場合、この残りの財源も3500万ない状況ですので、そういう方たちのために有効に使ってもらえればなと考えているところです。ただいまの質問あったとおり、今後この事業の交付内容をこれから中小企業等の皆さんが活用できるよう、あるいは起業する方が活用できるよう、今後検討して使いやすい補助金体系にしていきたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いします。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

○７番（皆川鉄也君）　自治会育成支援事業の件について伺います。
　大変使い勝手の良い補助金で利用させていただいておりますけれども、今回予算を多く見たのか減額補正が出ております。このあと全部計画したとおり事業費補助金出て行くと考えておりますでしょうか。それとも初年度だったのでもうちょっと様子を見てからというようなことでこのような経過になったのか、そこら付近、今後の展望をお聞かせいただければと思います。
○議長（芦崎達美君）　ただいまの７番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（須藤德雄君）　はい、ご質問にお答えをいたします。この事業はご承知の通り３年間の事業ということで自治会並びに町内会39の方々に使っていただきたいということで、総事業費が4800万ほどの事業でございます。初年度として３分の１の予算化をしたわけでございますが、活用していただいた自治会等については39のうち23自治会で活用をまずスタートさせたということでございます。残念ながら満額活躍されなかったわけですけれども、今年度も状況もだいぶ出てきてますので、やはり当初ということで様子見という自治会もあったのではないかと思っております。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

○７番（皆川鉄也君）　今申し上げましたように、大変使い勝手のいい補助事業でありま　　

　すから、ぜひこの後も各自治会あるいは関係の方々にこの趣旨を十分理解していただいて、できれば計画通りの補助金を満額出資できるようにですね、頑張っていただければというふうに思いますのでどうかひとつよろしくお願いを申し上げます。答弁はいりません。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。６番柴田正高君。

○６番（柴田正高君）　今の皆川議員の質問に関連してなんですが、それこそ各自治会でどのような事業が対象になってどのような事業が対象外になるのか、しっかり認識してないといいますか。うちの方でも祭りの旗買うったら政教分離の関係で対象にならないだとか、そういう認識不足の面が多々あるんだろうと思います。それでまあ担当課の方でどういう事業が対象から外れる事業なのか、そこら付近をマニュアルみたいなものを作成していただければなと思いますが、可能なのかどうか。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの６番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。須藤企画財政課長課長。

○企画財政課長（須藤德雄君）　はい。この事業を創設して最初の自治会長会議というか行政協力員会議の際にはこういったものが対象となりますというお話をしております。それから、望むんであればということで各自治会の方に職員が出向いて行ってこの説明もしておるところです。おっしゃるとおり、なかなか政教分離の関係であるとか様々な所で悩んでいる自治会もございます。その際には役場に来ていただければこちらの方で教えてるということもございます。いずれ１年過ぎましたので、こういうものはいい、悪いというものはこちらの方で作っておきたいと思います。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。２番笠原吉範君。

○２番（笠原吉範君）先程山本議員の話にもあった雇用創出支援事業についてですけども、米森課長から先ほど説明がありまして、なかなか、やはり起業したいという人も底をついたのではないかという話もありましたけども、私３月の定例会の一般質問で取り上げましたので、今一度言いたいなと思います。まず一つは、起業を志してもですね、自己資金がなければ活用できない制度なんですね。要するに事業が終了して業者から領収書をもらった後にその領収証を提出しなければお金はもらえない。つまり手持ち金があるひとしか起業できない制度になっております。でまた、事業費を安くしようとすると中古品を購入する、中古品は該当にならないとかですね、そういう縛りがあって非常に使いづらいんです。それからやはり今までの行政の常識の枠にとらわれずに使いやすい制度に、せっかく予算を持ってるわけですから、利用してもらって雇用を増やすようなそういう検討を是非していただきたいと思います。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの２番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。米森産業振興課長課長。

○産業振興課長（米森伴宗君）　はい。ただいまの笠原議員のご質問に対してお答えします。前回の議会でもそうした方がいいんじゃないかということでご意見ございましたが、今後まず検討して、この要綱等改正しながら取り組んでまいりたいと思います。ただ我々が懸念するのが、ある程度資産があって初めて企業ということができるのかなということも考えられまして、事業を実施して行って途中でとん挫してしまうということをちょっと恐れているということも考えております。その点で、まず申請していただいて相談に来ていただければこちらの方としても最善の努力はして企業に向けて協力していきたいと考えておりますので、そこらへんご理解の方よろしくお願いします。なお、今後この要綱については見直しながら使いやすいようにしてまいりたいと思いますのでよろしくお願いします。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。８番嶋津宣美君。

○８番（嶋津宣美君）　先ほど質問ありましたけれども自治会育成の方の補助金の件ですけども、この後の全協でもあるようですけども、一般コミュニティーの補助金ありますよね。そん中に会議用のテーブルとかですね、施設の設備関係やるわけです。うちの方でもこの自治会支援を使わせていただきましたけど、これは例えば一般コミュニティの方、宝くじの方から助成金もらってる方、そこでやった場合でもダブルでできるということになるんですか。あるいは調整しながら額は自治会の方下げますよとかそういうことはしないですか。
○議長（芦崎達美君）　ただいまの８番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。須藤企画財政課長課長。

○企画財政課長（須藤德雄君）　ご質問にお答えいたします。一般コミュニティの関係につきましては、前年度にコミュニティセンターを設置した自治会に翌年度一般コミュニティの備品をというようなルールで来ております。今回町で行っているこの事業に反映させるということはございません。ですから、そちらの方で50万使ったから町の単独事業250万減らすというような考えはございません。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第54号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第54号は原案のとおり承認されました。
休憩いたします。11時10分より再開いたします。宜しくお願いいたします。

午前　１１時０４分　休　　憩

……………………………………………………………………………………………………

午前　１１時１０分　再　　開

○議長（芦崎達美君）　休憩前に引き会議を開きます。
　日程第９、議案第５５号、工事請負契約の締結についてを議題とします。

当局の説明を求めます。金田教育次長。

○教育次長（金田千秋君）　議案第５５号工事請負契約の締結についてです。

議案第５５号、工事請負契約の締結についてです。

平成２７年５月２９日に指名競争入札に付した、統合小学校改修工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

契約の目的です。八峰町峰浜地区統合小学校改修工事。契約金額、４億３７４０万円。契約の相手方です。秋田県能代市荒町４番29号　中田・石井・協立特定建設工事共同企業体　代表者　中田建設株式会社能代本店　常務取締役　能代本店長　中田範彦
支出項目は、平成27年度八峰町一般会計、10款教育費２項小学校費５目統合小学校建設費です。

平成27年６月４日提出

八峰町長　加藤和夫

提案の理由でございます。八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処

分に関する条例第２条の規定により、予定価格が５千万以上の工事にかかる契約であり、議会の議決を要するためでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第55号について質疑を行います。質疑ありませんか。
　４番須藤正人君。

○４番（須藤正人君）　昨年のですね、統合子ども園の建築工事、そしてまた滝の間コミュニティーセンターの建築工事、不備な面がたくさんありました。設計士それから工事業者、いろいろその責任の所在、そして今後の対応というものを議会でも当局と議論したわけであります。その責任の所在がわからないままですね、建築施工業者が手直しをしたと、それで一件落着をしました。しかし今回またこういう大きな工事が出たわけであります。設計監理、本体工事、いろんな設備の工事、あると思います。この責任の所在についてどういうような話を町当局から町業者の方にしたのか、また設計監理は進んで契約も済んでいるわけでありまして、これから締結に当たってですね、どういう指導をしていくのか指名審査委員会の会長である副町長にお伺いをしたいと思います。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの４番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。伊藤副町長。

○副町長（伊藤進君）　今の須藤議員からのご質問にありましたように、昨年は子ども園、そしてコミュニティセンター、いろいろご心配かけまして申し訳ありませんでした。今までの子ども園含め、役場庁舎建設、八森小学校の改修と、今までのやってきたことを参考にしてあのようなことが二度と繰り返されないような形の中で指名方法を考えました。今までＪＶ方式というのは、完全なＪＶというのは統合してから初めてだと、合併してからですね、いずれ今回ＪＶを組んでやる形にしたというのは、工期がとにかく来年４月１日の開校ということで短いということで作業の効率性、これを最優先にしたいと。そうなった場合にそれぞれの、本来であれば全部できる業者がやれば単体で単体の事業所に発注するのが一番理想的ということですけれども、そういうあれが出来ないということで今回は３社のＪＶでありますけれども、建築業をやるところを幹事会社にして設備の会社、電気の会社を組み合わせて、３つの中で出資率を幹事会社が40％、あと30％ということでこうやってやることによって責任の所在と言いますか、連帯責任になりますので、一つ一つやるよりは今回はＪＶでやった方が一番いいんじゃないかなということでやりました。前にいろいろ問題が起きたときにもいいましたけれども、いずれ前回はいろいろやっている中で打ち合わせ等、工事の打ち合わせ等がスムーズにいかなかったということで最終的にみんな単体で指名したことによってお互いに責任のなすりあいとは言わないんですが、なかなか特定できなかったということで、今回はこういうＪＶ方式をやることによってそういうことがなくなるということで、いずれ何としても４月１日までには完成して開校したいという思いがありますので、今回そういう形の中で今回の方式で入札を行いましたし、このあとその3つの業者につきましてもその辺の打ち合わせ等は綿密にして行政含めて４者でやって完全なるものが出来るように進めて参りたいと考えておりますのでどうかよろしくお願いします。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。１０番山本優人君。

○10番（山本優人君）　須藤議員も質問したんですが、私はもう一つ突っ込んでですね、工事設計の補償期間があるんだとすればその辺を教えていただきたい。それから工期が来年の２月末かな。という具合になっていますけれども、冬季にかかる工事というのが何が残っていくのか、そのへん２つお願いします。

○議長（芦崎達美君）　ただいまの10番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。日沼建設課長。

○建設課長（日沼正昭君）　お答えします。工事の責任関係でございますけれども、今回はＪＶということで幹事会社が中田ということで、ＪＶでは責任、所在をはっきりさせるためにまず一つのメリットとしてＪＶを今回選択いたしました。これから２月までに工期を終わるということで非常にタイトな工程になるわけでございます。屋根工事、外壁、それから建具等は前に納めまして、内装工事を主に冬工事はやっていきたいと考えてございます。屋内工事を最後に残すという形になると思いますが、ただ、教室に関しましては今回の夏休みや冬休みを利用しましてできる限りその期間ででかしたいと思っております。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。１０番山本優人君。

○10番（山本優人君）　最初の補償期間みたいなものはあるのかどうか、もしあったら。
○議長（芦崎達美君）　日沼建設課長。

○建設課長（日沼正昭君）　すいません。補償期間は存在しますけれども、ちょっと期間の長さまでつかんでおりませんのであとでご報告でよろしいでしょうか。お願いいたします。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。６番柴田正高君。

○６番（柴田正高君）　水沢小学校は体育館の床の張り替え工事も行うことになってますよね。それについて私あの、床の方は下にもぐって支えている地下の部分、それがどうなってるのか、床そのものはローリングサンダーかけて研磨してラインを引いて塗装かければサクラの木材ですので、それで済むんじゃないかなということを申し上げ、それでどうなっているのか、床下を調査した上で判断すると、こういう報告であったんですよ。それで調査した結果どのような状況で張り替えに至ったのか、どの部分が何箇所床支えてるスプリングのつかがダメでそれで張り替えしなきゃいけないのか、つかの交換だけで済まなかったのか、そこら付近もっと詳しく説明してください。

午前１１時１９分　休　　憩

……………………………………………………………………………………………………

午後１１時２０分　再　　開

○議長（芦崎達美君）　休憩前に引き会議を開きます。
　　ただいまの質問に対し答弁を求めます。金田教育次長。
○教育次長（金田千秋君）　体育館の床についてですが、枠組みとか設計屋さんと調査しまして５か所ほど悪い所があるということで、そちらも設計の中に入れている所です。以上です。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。６番柴田正高君。

○６番（柴田正高君）　フローリングそのものは十分ローリングサンダーかけて表面を、サンダーかければきれいになるわけですよね。ライン引いて再塗装かければ十分使用できるような状況だったんです。その下、下がどうなってるのか、調査して下がまるっきりだめであれば一旦そのフロアを剥がなければいけないんで、張り替えもやむを得ないかなということを以前申し上げたんですよ。５か所ほど悪くなっているっていうんであればその５か所補修するだけで済んだんじゃないかなと思うんですが、床の張り替えの費用かなりの金額なんですよね。５か所の補修きかない部分なのか、再度お尋ねします。
○議長（芦崎達美君）　ただいまの６番議員の質問に対し、答弁を求めます。日沼建設課長。

○建設課長（日沼正昭君）　お答えします。先ほど金田次長が申し上げたとおり、床の下にもぐってですね、強度とかを設計屋と確認いたしました。その結果５か所ほど強度が足りないということで修補しなければいけない所が５か所ということでそこを補修、上の床に関しましては今柴田議員がおっしゃったとおりサンダーかけて張り替えなしということで現状の床材を使うということです。以上です。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。６番柴田正高君。

○６番（柴田正高君）　先日の北羽の新聞報道には床の張り替えということで載ってたんですが、そうすれば張り替えじゃないんですね。床下のその５か所の補修で表面はサンダーかけて私が申し上げたとおりの工事を行うと。じゃ新聞報道が間違えたと、そういうことですよね。わかりました。はい。

○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。１１番門脇直樹君。

○11番（門脇直樹君）　須藤議員の質問に関連しますが、前回の工事の反省を踏まえて議会の方から工事期間中に、例えば業者側から、ここはこうやるよりこうした方がいいとかそういう提言とかあった場合は後で言った聞かないということが無いように、文書でそれを残しておくようにってことを議会側から提案しましたが、それがこの契約の中に盛り込まれているのか、業者との話し合いの中でそういう話が出たのか、それをお聞きしたいと思います。

○議長（芦崎達美君）　11番議員の質問に対し、答弁を求めます。日沼建設課長。

○建設課長（日沼正昭君）　お答えいたします。今回まずここまで契約ですので、これからいよいよ業者との現場管理、打ち合わせになります。子ども園とかの失敗とも言いませんけれども、それを踏まえてですね、十分な協議と当然ながら業者と発注者側はフィフティフィフティですから、お互いに意見を述べ合いながら業者の進言も聞きながらきめ細かく工事監理していきたいと思いますのでよろしくお願いします。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第55号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第55号は原案のとおり承認されました。
　　日程第10、議案第56号、工事請負契約の締結についてを議題とします。

当局の説明を求めます。金田教育次長。

○教育次長（金田千秋君）　議案第56号です。工事請負契約の締結についてです。

平成２７年５月２９日に指名競争入札に付した、統合中学校改修工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

契約の目的は、八峰町統合中学校改修工事。契約金額は、３億7454万４千円。契約の

相手方は秋田県山本郡八峰町八森字和田表121番地　大森・保坂・山二特定建設工事共同企業体　代表者は、大森建設株式会社八森本店　本店長　大森弘。支出項目は、平成27年度八峰町一般会計、10款教育費３項中学校費３目統合中学校建設費。

平成27年６月４日提出

八峰町長　加藤和夫

提案理由です。八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定により、予定価格が５千万以上の工事にかかる契約であり、議会の議決を要するためでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第56号について質疑を行います。質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第56号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第56号は原案のとおり承認されました。
日程第11、議案第57号、物品の取得についてを議題とします。

当局の説明を求めます。田村総務課長。

○総務課長（田村　正君）　議案第57号物品の取得についてご説明いたします。

八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、下記のとおり物品を取得することについて議会の議決を求めるものでございます。

物品名　町民各種団体研修用バス。　取得金額　777万4704円。契約の相手方、秋田県能代市臥竜山17番地５　エース自動車販売株式会社　代表取締役　畠山信悦。支出項目ですが、平成27年度八峰町一般会計、２款総務費１項総務管理費13目町有バス管理費でございます。

平成27年６月４日提出

八峰町長　加藤和夫

提案の理由でございます。八峰町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処

分に関する条例第３条の規定により、予定価格が700万円以上の動産の取得に係る契約であり、議会の議決を要するためでございます。

現在研修バスは５台あります。そのうちの１台を更新するものでございます。バスの乗車定員は29名でございます。運転手を含めて29名。納入期限は10月の30日までとしてございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（芦崎達美君）　これより議案第57号について質疑を行います。質疑ありませんか。
　５番腰山良悦君。

○５番（腰山良悦君）　はい５番。今回のこれはディーラーですか。メーカー、車種の名前ですか。車種は何をあれで、そしてその仕様はどうなっておるか、それから入札に参加されたディーラーの名前を教えていただきたいと思います。
○議長（芦崎達美君）　ただいまの５番議員の質問に対し、答弁を求めます。田村総務課長。

○総務課長（田村　正君）　まず指名関係ですけれども、町に登録されている能代山本郡内のバスを取り扱っている業者７社に全部指名通知をしてございます。そのうち７社のうち、内訳はエース自動車販売株式会社、株式会社高杉自動車、山一興業株式会社、西東北日野自動車株式会社能代営業所、秋田いすゞ自動車株式会社能代営業所、佐々木自動車整備工場、太平興業株式会社能代営業所の７社を指名してございます。それで車種につきましては、特に車種の指定はしてございません。乗車定員、排気量の指定、それからディーゼル車、燃費の関係でディーゼル車にしたいということで、その他に細かい仕様はたくさんありますが、大まかなところは車種でということで入札した結果、エースさんの方では日野のバスを予定しているということでございました。以上でございますけれども、足りない分につきましてはまたお答えしたいと思います。
○議長（芦崎達美君）　ほかに質疑ありませんか。
□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（芦崎達美君）　討論がないようですので討論を終わります。

　これより議案第57号を採決します。

　お諮りします。

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（芦崎達美君）　意義なしと認めます。したがって、議案第57号は原案のとおり可決されました。
これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。

これをもって平成27年第２回八峰町議会臨時会を閉会します。

ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　午前１１時３５分　　閉　　会
署　　名
　上記会議の次第を記載し、これに相違ないことを証明するためここに署名する。
　　　　　　　　　　　　　八峰町議会議長　　　　　　　芦　崎　達　美　　　
　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　　３番　　　水　木　壽　保　　　
　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　　４番　　　須　藤　正　人　　　
　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　　５番　　　腰　山　良　悦　　　
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